
2026 年 8月 19 日 

森林を守ろう！山陰ネットワーク会議事務局 行 

 

会員名 おおだ未来づくり会議 

代表 幸増 和雄 

 

「アドバイザリー事業」利用報告書 

 

1.派 遣 日 時：2026 年 8 月 19 日（水） 11:00 ～12:00 

 

2.会 場：大田市森林組合（大田市大田町大田ロ 1047-3） 

 

3.参 加 者：合計 30 人  
 

団体名・個人名 人数 団体名・個人名 人数 

①大田市林友会会員 18 ④ おおだ未来づくり会議 3 

②大田市森林組合職員 3 ⑤島根県及び大田市林業課職員 2 

③ NPO 法人緑と水の連絡会議 3 ⑦もりふれ俱楽部 1 

 

4.活 動 内 容 

活動項目 時 間 具体的内容 

講演会 11：00～12：00 
佐藤仁志氏による講演 

演題：「食べられる里山の樹木について」 

交流会 12：00～13：00 参加者との意見交換（昼食をはさみながら） 

 

5.活動の状況 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

＜講演内容＞ 

「食べられる」「里山」「樹木」とは、の視点で話をされた。 

里山とは、人々の暮らし（里）と自然（山）が隣り合い、一体となった地域のこと：人が

自然に関与する。 

また、林と森の違いでは、島根県は県土面積の 9％が森、東京は 13％とのことで驚きで

あった。知らないことが多々あり、興味が尽きなかった。 

食べられる樹木の紹介では、注意力の違いに驚き、大変勉強になった。参加された女性

達も感嘆の声をあげていた。 

食すると健康によい樹木が多々あるので、「健康をキーワードに商品化等の検討」を要請

され終了した。 

・主催者の所見：旺盛な注意力と事業化についてのお話に得心しました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


